






要約 

新生児メレナ15例においてプロティンCおよびプロティンSの活性および抗原を観察した。

プロティン Cおよび Sの活性はともに同時期の新生児の正常域を著しく下回っていた。プ

ロティン C 抗原量は正常域をやや下回ったが,プロティン S 抗原量は総抗原

量,C4bp(C4b-binding protein)結合プロティンS抗原量は正常域にあり,遊離プロティン S

抗原量は正常域をやや下回った。このため活性/抗原(プロティン Sの場合は遊離抗原)比は

著しい低値を示した。 

カルシウム存在下の交叉免疫電気泳動にてプロティン C および遊離プロティン S ともに

PIVKA の存在が観察された。 


